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序

　茨城県では，市町村や県の枠を越える広域的な交流と連携を進める

ため，また県土の均衡ある発展を支える基盤として，県土の骨格とな

る一般国道や主要地方道などの幹線道路網の整備を進めています。

　その一環として整備される一般県道真端水戸線の道路改良工事は，

市街地の混雑緩和と周辺環境の向上を図る上で極めて重要な役割を果

たすものです。しかしながら，その事業予定地内には堀町西古墳が所

在し，記録保存の措置を講ずる必要があるため，当財団が茨城県水戸

土木事務所から埋蔵文化財発掘調査の委託を受け，平成 20 年 1 月と

平成 21 年 4 月から 5 月までの３か月間にわたりこれを実施しました。

　本書は，堀町西古墳の調査成果を収録したものです。学術的な研究

資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，教育・文化

の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

である茨城県水戸土木事務所から多大な御協力を賜りましたことに対

し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，水戸市教育

委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，深

く感謝申し上げます。

財団法人茨城県教育財団

平成 23 年３月

理 事 長 稲 葉 節 生



例 言

１　本書は，茨城県水戸土木事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成 19・21 年度に発掘調査を

　実施した茨城県水戸市堀町的場 639 番地の２ほかに所在する堀
ほりまち

町西
にし

古墳の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　　調査　平成 20 年 1 月 1 日～ 1 月 31 日

　　　　　　平成 21 年 4 月 1 日～ 5 月 31 日

　　　整理　平成 22 年 4 月 1 日～ 7 月 31 日

３　発掘調査は，平成 19 年度は調査課長瓦吹堅，平成 21 年度は調査課長池田晃一のもと，以下の者が担当した。

　　　平成 19 年度

　　　　首席調査員兼班長　　　　藤田哲也

　　　　主任調査員　　　　　　　寺内久永　　　

　　　　主任調査員　　　　　　　須賀川正一

　　　平成 21 年度

　　　　首席調査員兼班長　　　　成島一也

　　　　主任調査員　　　　　　　齋藤貴史　　　

　　　　主任調査員　　　　　　　齋藤和浩　　　平成 21 年 5 月 1 日～ 5 月 31 日

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長樫村宣行のもと，主任調査員齋藤和浩が担当した。　　　　　　

５　本書の作成にあたり，古墳の築造年代及び埋葬施設について，茨城大学田中裕氏にご指導いただいた。



１　当遺跡の地区設定は , 日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，　Ｘ＝＋ 44,840 ｍ , Ｙ＝＋ 51,840 ｍの交点

を基準点（Ａ２a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１, ２, ３…

とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，

3，…0 とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」，「Ｂ２b2 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　SF －道路跡　　SI －竪穴住居跡　　SK －土坑　　TM －古墳　　PG －ピット群

　　遺物　　DP －土製品　　Ｍ－金属製品　　TP－拓本記録土器　　Ｑ－石器・石製品　　　　

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（1） 遺構全体図は 600 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさに

より異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2） 遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺で掲載した ｡ 種類や大きさにより異なる場合は , 個々に縮尺

　　をスケールで表示した。

　（3） 遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

                     焼土・赤彩・施釉　　　　　　　　　　　     炉・火床面                    

                     竈部材・粘土範囲・黒色処理　　　　　　　　　　　　　

       ●  土器　　○  土製品　　□  石器・石製品　　△  金属製品　　           　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

　（1） 現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。計測値の単位は㎝，ｇで示した。

　（2） 遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

　（3） 遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴住居跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10°－Ｅ）。

凡 例
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の概要

遺跡の位置と調査の目的
　堀町西古墳は，水戸市堀町の西部，双葉台団地の
北東約 1㎞に位置し，沢渡川が形成した沖積低地を
のぞむ標高約 39m の上市台地の北縁部に立地してい
ます。今回の調査は，一般県道真端水戸線の改良事
業に先だって行いました。道路予定地内には当遺跡
があることから，遺跡の内容を図や写真に記録する
ために，茨城県教育財団が発掘調査を実施しました。

北側上空から見た堀町西古墳

調査の内容
　調査面積は 2,161㎡で，平成 19 年度と 21 年度の二回にわけて調査を行った結果，
縄文時代中期（約 5,000 年前）の竪穴住居跡や貯蔵穴，古墳時代中期から後期（約
1,600 ～1,400 年前）の円墳や方墳，竪穴住居跡，奈良時代（約 1,300 年前）の竪
穴住居跡，平安時代（約 1,000 年前）の土坑などを確認し，長期間わたって土地利
用がされていたことが明らかになりました。主な出土遺物として，縄文土器（深鉢・鉢），
土師器（坏・椀・坩

か ん

・壺・鉢・甕・甑
こしき

・手
て づ く ね

捏），須恵器（坏・高台付坏・蓋・長頸瓶・
甕），金属製品（刀子・鉄斧）などがあります。
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調査の成果
　当遺跡は，これまで小円墳１基と考えられていましたが，今回の調査によって，新
たに円墳と方墳が１基ずつ確認でき，古墳群が形成されていたことが判明しました。
また，縄文時代中期から平安時代にわたる複合遺跡であることも分かりました。３
基の古墳はほぼ等間隔で，計画的に築造されたことがわかります。規模からみて，中
小豪族の墳墓群であると推測されます。

第１号墳完掘状況
　古墳時代中期の円墳です。後世の撹乱
により，埋葬施設や墳丘の構築状況は確
認できません。周溝から完形の土師器の
坩や甕の破片，刀子などが出土しました。

第２号墳完掘状況
　古墳時代中期の築造と推測される方墳
です。第１号墳，第３号墳と約３m の等間
隔で隣接しており，計画的に築造されたも
のと考えられます。

平成 19 年度調査区完掘状況
　奈良時代の住居跡４軒を確認しました。
扇状に配置されており，出土遺物には，マ
ツリに使用されたと考えられる手捏土器が
あります。

第５号住居跡遺物出土状況
　床面から焼土塊や炭化材が確認でき，
焼失住居と考えられる古墳時代後期の住
居跡です。住居の北東部を中心に完形の
坏や甕，甑が出土しました。
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第１章　調 査 経 緯

　　第１節　調査に至る経緯

　茨城県水戸土木事務所は，水戸市において一般県道真端水戸線の道路整備を進めている。　　　　　

　平成 18 年５月９日，茨城県水戸土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，一般県道真端     

水戸線道路改良事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを

受けて茨城県教育委員会は，平成 18 年６月７日に現地踏査を，平成 18 年７月 11 日，平成 20 年４月 30

日に試掘調査を実施し，堀町西古墳の所在を確認した。

   平成 18 年７月 31 日，平成 20 年５月 15 日，茨城県教育委員会教育長は茨城県水戸土木事務所長あてに，

事業地内に堀町西古墳が所在すること，及びその取り扱いについて別途協議が必要である旨を回答した。 

　平成 19 年 11 月 19 日，茨城県水戸土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法

第 94 条の規定に基づき，土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。平成 19 年 11 月

20 日，茨城県教育委員会教育長は現況保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要で

あると決定し，茨城県水戸土木事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成 19 年 11 月 21 日，平成 21 年２月５日，茨城県水戸土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長に

対して一般県道真端水戸線道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書を提出した。

平成 19 年 11 月 22 日，平成 21 年２月 23 日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県水戸土木事務所長あてに，

堀町西古墳について発掘調査の範囲及び面積等について回答し，あわせて調査機関として，財団法人茨

城県教育財団を紹介した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県水戸土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受

け，平成 20 年１月１日から１月 31 日，平成 21 年４月１日から５月 31 日まで発掘調査を実施すること

になった。　　

　　　　期間 
　工程

平成２０年 平成２１年

１月 ４月 ５月

調査準備 
表土除去 
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄 
注　　記 
写真整理

補足調査 
撤　　収

　　第２節　調査経過　　　　　　　　　

　堀町西古墳の調査経過については，その概要を表で記載する。
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第２章　位 置 と 環 境

　　第１節　地 理 的 環 境

　堀町西古墳は，茨城県水戸市堀町的場 639 番地の２ほかに所在している。

　水戸市は，県のほぼ中央部に位置している。市域の地形は，西部が八溝山地中央部の鶏足山塊に属する標高

60 ～ 200 ｍの丘陵地，中央部が茨城台地の北東部にあたる標高 20 ～ 30 ｍの水戸台地，北部の一部が標高 30

～ 40 ｍの那珂台地，東部が北から東へ流れる那珂川が形成した標高 10 ｍ以下の沖積低地からなり，このうち

台地部が最も広い地域を占めている。また，水戸台地は那珂川の支流である沢渡川，桜川，逆川によって上市

台地，見和台地，千波台地，吉田台地に分けられる。

　台地の地質は，古世代の鶏足層を基盤とし，下層から第三紀層の泥岩からなる水戸層，第四紀層の粘土や砂

で構成される見和層，段丘礫層の上市層，灰白色粘土の常総粘土層，関東ローム層の順に堆積している。また，

沖積低地部は河川堆積物である砂礫層が堆積し，場所によっては有機質の黒色泥や草炭類の堆積が見られる。

　当遺跡は，水戸市堀町の西部，双葉台団地の北東に位置し，沢渡川が形成した沖積低地をのぞむ標高約 39 ｍ

の舌状台地である上市台地の北縁部に立地している。調査前の現況は畑地である。

　　第２節　歴 史 的 環 境　　　　　　

　ここでは，水戸台地のうち，当遺跡の所在する上市台地にしぼって主な遺跡を記述する。台地上には，旧石

器時代から近世にかけての遺跡が数多く確認されている１）。

　縄文時代には，愛
あた

宕
ご

町
ちょう

遺跡，アラヤ遺跡〈11〉，長
ちょう

者
じゃ

山
やま

遺跡〈12〉，渡
わた

里
り

町
ちょう

遺跡などが台地の縁辺部に立地し２），

早い時期から集落が形成されていたことがうかがえる。愛宕町遺跡では，定角磨製石斧をはじめ，中期阿玉台

式期に繁栄した角押文に文様が代表される文様構成をもつ土偶が発見されている３）。また，アラヤ遺跡では，

晩期の高床住居跡と思われる柱穴が確認されており４），古くから人々の生活に適した場所であったことがうか

がえる。

　弥生時代に入ると那珂川流域の台地縁辺部を中心に遺跡が確認されており，上市台地上には，十王台式土器

が出土している堀
ほり

遺跡〈15〉，西
にし

原
はら

遺跡〈９〉，文
ぶん

京
きょう

二
に

丁
ちょう

目
め

遺跡などがあげられる。

　古墳時代になると集落は台地の中央部ばかりでなく，やや奥まった部分にも認められるようになる。また，

古墳も時代と共に台地縁辺部から中央部に広がり，群をなすようになる。遺跡としては，愛
あた

宕
ご

山
やま

古墳群，西
にし

原
はら

古墳群〈10〉，台
だい

渡
わた

里
り

遺跡〈13〉，向
むか

井
い

原
ばら

遺跡〈26〉，仲
なか

根
ね

遺跡〈３〉があげられる。特に愛宕山古墳群には，

国指定史跡である愛宕山古墳が存在している。愛宕山古墳は，石岡市の舟
ふな

塚
つか

山
やま

古墳，常陸太田市の梵
ぼん

天
てん

山
やま

古墳

に次ぐ県内３番目の規模で，全長 136.5m の大形前方後円墳であり，那珂国造の墓と目されている。また，台

渡里遺跡では一辺 75m と推定される方形の堀がめぐる豪族居館跡が発見されており５）, 那珂川の堆積土による

肥沃な土地での水田経営を行っていたものと思われる。さらに，当遺跡の北西約２㎞に７世紀第３～４四半期

の登り窯が２基確認された山
やま

田
だ

窯跡群〈41〉がある。須恵器のほかに瓦も出土しており，台渡里廃寺の創建を

考える上で重要な遺跡である６）。

　奈良・平安時代，本跡の当地域は那賀郡全隈郷に属している。周辺の主な遺跡としては，国指定史跡の台
だい

渡
わた



－4－ －5－

里
り

廃
はい

寺
じ

〈14〉があげられる。長者山地区が那賀郡衙の正倉院に比定されており，観
かん

音
のん

堂
どう

山
やま

地区では７世紀後半，

南方地区では９世紀後半の時期の寺院跡が確認されている。また，周辺にはアラヤ遺跡，長者山遺跡，渡里町

遺跡，台渡里遺跡，西原遺跡，堀遺跡，文京二丁目遺跡などが確認されており，那珂郡衙及びその関連遺跡と

して捉えられている７）。

　平安時代から中世にかけては，この地域は常陸大掾氏や那珂氏，佐竹氏の抗争の舞台となった。そのため，

各氏の一族や臣下の城館が各所に造られた。当遺跡の北約２㎞にある大
おお

部
ぶ

平
へい

太
た

郎
ろう

屋
や

敷
しき

跡〈46〉は，真佛寺の開

祖で水戸城主佐竹季賢に仕えていた北条平太郎維芳の館跡といわれており８），二重堀や土塁が確認されている。

　

　※文中の〈　〉内の番号は，第１図及び表１中の該当遺跡番号と同じである。なお，本章は，財団報告第 

　　329 集を基にし，若干加筆したものである。         

註

 １）　茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図（地名表編・地図編）』茨城県教育委員会　2001 年３月

 ２）   水戸市史編さん委員会『水戸市史　上巻』水戸市　1963 年 10 月

 ３）　郡司良一『水戸市埋蔵文化財分布調査報告書（昭和 58 年度版）』水戸市教育委員会　1984 年３月

 ４）　註 4）文献に同じ   　

 ５）　茨城大学人文学部考古学研究室『水戸市台渡里遺跡（茨大運動場地点）発掘調査現地発表会資料』　2008 年９月

 ６）　井上義安『水戸市埋蔵文化財分布調査報告書（平成 10 年度版）』　水戸市教育委員会　1999 年３月

 ７）   佐々木藤雄他　「台渡里廃寺－市道常磐 17 号線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書（２）－」『水戸市埋蔵文化

        財報告書』第４集　水戸市教育委員会　2006 年３月

 ８）   市制 100 年記念飯富実行委員会『市制百年記念　飯富郷土誌』　1989 年３月
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第１図　堀町西古墳周辺遺跡分布図（国土地理院25,000分の１「水戸」「石塚」）
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番 
 

号
遺　跡　名

時　　　代

番 
 

号
遺　跡　名

時　　　代

旧
石
器

縄 
 

文

弥 
 

生

古 
 

墳

奈
良
・
平
安

中 
 

世

近 
 

世

旧
石
器

縄 
 

文

弥 
 

生

古 
 

墳

奈
良
・
平
安

中 
 

世

近 
 

世

① 堀 町 西 古 墳 ○ ○ ○  25 下 荒 句 古 墳 群 ○

２ 山 田 Ａ 古 墳 群 ○ 26 向 井 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○

３ 仲 根 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 27 毛 勝 谷 原 遺 跡 ○ ○

４ 古 志 巻 遺 跡 ○ 28 寺 山 遺 跡 ○ ○

５ 大 井 古 墳 群 ○ 29 峯 山 古 墳 ○

６ 馬 場 尻 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 30 金 剛 寺 跡 ○ ○

７ 安 戸 星 古 墳 群 ○ ○ 31 開 江 宿 遺 跡 ○

８ 安 戸 星 遺 跡 ○ ○ 32 一 本 松 遺 跡 ○ ○

９ 西 原 遺 跡 ○ ○ 33 大 久 保 遺 跡 ○

10 西 原 古 墳 群 ○ 34 大 久 保 古 墳 群 ○

11 ア ラ ヤ 遺 跡 ○ ○ ○ 35 全 隈権現台 遺 跡 ○

12 長 者 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 36 山 田 遺 跡 ○ ○ ○

13 台 渡 里 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 37 椎 農 遺 跡 ○ ○ ○

14 台 渡 里 廃 寺 ○ 38 三ツ児 塚 古 墳 群 ○

15 堀 遺 跡 ○ ○ ○ 39 後 山 田 遺 跡 ○ ○

16 宮 西 遺 跡 ○ ○ 40 山 田 古 墳 群 ○

17 巡 見 遺 跡 ○ ○ 41 山 田 窯 跡 群 ○

18 北 原 遺 跡 ○ ○ ○ 42 高 根 遺 跡 ○

19 池 上 遺 跡 ○ 43 田 野 台 遺 跡 ○ ○ ○

20 釜 久 保 遺 跡 ○ ○ ○ 44 前 山 田 遺 跡 ○ ○

21 清 水 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 45 田 野 仲 根 遺 跡 ○ ○ ○

22 北 原 古 墳 群 ○ 46 大 部 平 太
郎 屋 敷 跡 ○

23 稲 荷 塚 古 墳 群 ○ 47 小 田 倉 遺 跡 ○ ○

24 下 荒 句 遺 跡 ○ ○ 48 飯 富 火 葬 墓 跡 ○

表１　堀町西古墳周辺遺跡一覧表
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平成 21年度調査

平成 19 年度調査
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第２図　堀町西古墳調査区設定図（遺跡測量図から作成）
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第３章　調 査 の 成 果

　　第１節　調 査 の 概 要

　堀町西古墳は，沢渡川が形成した谷津に面した標高約 39m の台地縁辺部に立地している。 調査面積は

2,161㎡で，調査前の現況は畑地である。

　平成 19 年度・21 年度の二回にわけて調査を実施した結果，縄文時代から平安時代までの複合遺跡であるこ

とが確認できた。

　今回の調査では，縄文時代の竪穴住居跡１軒，土坑１基，古墳時代の古墳３基，竪穴住居跡２軒，土坑１基，

奈良時代の竪穴住居跡４軒，平安時代の土坑１基，その他，時期不明の円形周溝状遺構１基，道路跡１条，土

坑 29 基，ピット群３か所を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20cm）に 10 箱出土している。主な出土遺物として，縄文土器（深

鉢・鉢），土師器（坏・椀・高台付坏・坩・鉢・壺・甕・甑・手捏），須恵器（坏・高台付坏・蓋・長頸瓶・甕），

陶磁器（碗），土製品（土玉・土器円盤・土器片錘），石器（石鏃・敲石・磨製石斧・砥石・剥片），金属製品（刀

子・鉄斧・鉄鏃・銭貨）などである。

　　   

　　第２節　基 本 層 序

　調査区の中央部（Ｂ２b8 区）にテストピットを設定し，地表面から深さ３ｍまで掘り下げて基本層序の確

認を行った（第３図）。土層は 12 層に分層でき，観察結果は以下のとおりである。

　第１層は，黒褐色を呈する現耕作土である。ローム粒子・白色粒子を微量に含み，粘性・締まりともに普通

である。層厚は 60 ～ 70cm である。

  第２層は，暗褐色を呈するソフトローム層への

漸移層である。ローム粒子・黄白色粒子・赤色粒

子を微量に含み，粘性・締まりともに普通である。

層厚は６～ 10cm である。

　第３層は，褐色を呈するソフトローム層で，今

市・七本桜軽石層の上部に相当すると考えられる。

ロームブロックを中量，黄白色粒子・赤色粒子を

微量に含み，粘性は強く，締まりは普通である。

層厚は 10 ～ 20cm である。

　第４層は，褐色を呈するソフトローム層で，今

市・七本桜軽石層の下部に相当すると考えられる。

ロームブロックを中量，黄白色粒子を少量，赤色

粒子を微量に含み，粘性・締まりともに強い。層

厚は 18 ～ 34cm である。

　第５層は，褐色を呈するソフトローム層である。

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A’

1

2
3

4

5
6
7

8

910

11

12

第３図　基本土層図
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ローム粒子を多量に含み，粘性・締まりともに強い。層厚は４～ 20㎝である。

　第６層は，褐色を呈するハードローム層である。第Ⅱ黒色帯の上部に相当すると考えられる。ロームブロッ

クを中量含み，粘性・締まりともに強い。層厚は 10 ～ 36㎝である。

　第７層は，褐色を呈するハードローム層である。第Ⅱ黒色帯の下部に相当すると考えられる。ロームブロッ

クを多量，黄白色ブロックを微量に含み，粘性・締まりともに強い。層厚は 12 ～ 28㎝である。

　第８層は，褐色を呈するハードローム層である。ロームブロックを多量，黄白色粒子を微量に含み，粘性・

締まりともに強い。層厚は６～ 23㎝である。

　第９層は，黄褐色を呈する鹿沼パミス層への漸移層である。ローム粒子・黄白色粒子を多量に含み，粘性は

強く，締まりは普通である。層厚は２～ 32㎝である。

　第 10 層は，明黄褐色を呈する鹿沼パミス層である。黄白色粒子を多量，ローム粒子を微量に含み，粘性は

普通で，締まりは強い。層厚は 10 ～ 28㎝である。

　第 11 層は，褐色を呈するハードローム層である。ロームブロックを多量，黄白色粒子を微量に含み，粘性・

締まりともに強い。層厚は６～ 23㎝である。

  第 12 層は，褐色を呈するハードローム層である。ロームブロックを多量に含み，粘性・締まりともに強い。

層厚は 44㎝まで確認したが，下層は未掘のため不明である。

　なお，遺構は，第３層の上面で確認できた。　
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　　第３節　遺 構 と 遺 物

１　縄文時代の遺構と遺物

　今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡１軒と土坑１基である。以下，それぞれの遺構の特徴

と出土した遺物について記述する。

　　　

　（1）　竪穴住居跡

　第 7 号住居跡（第４～６図）

位置　調査区南東部のＢ２j4 区，標高 39.5 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第１号墳に掘り込まれている。

規模と形状　長径 6.06 ｍ，短径 4.26 ｍの楕円形で，主軸方向はＮ－ 71 －゚Ｗである。壁高は 16㎝で，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，明確な硬化面は確認できない。壁下には壁溝が巡っている。　 

炉　中央部の北寄りに付設されている。径 40㎝，深さ 17㎝の椀状の掘方に，口縁の大半と胴部の下半を欠く

深鉢を正位に埋設した土器埋設炉である。掘方及び埋設土器内の覆土には焼土ブロックが含まれているが，顕

第４図　第７号住居跡実測図
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第５図　第７号住居跡出土遺物実測図（１）

著な赤変硬化は認められない。埋設土器の南西部に焼土粒子の広がりを確認した。第４～６層は掘方への埋土

である。

ピット　23 か所。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４は深さ 22 ～ 25cm，Ｐ３は深さ 42㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

Ｐ５～Ｐ 23 は深さ 23 ～ 62㎝で，規模や配置から壁柱穴と考えられる。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片 31 点（深鉢），石器２点（敲石，尖頭器未製品）が出土している。２の深鉢は炉

の埋設土器で，中央部の覆土中層から出土した破片と接合したものである。Ｑ１は西部の覆土下層，１は中

央部の覆土中層，TP １・TP ２は西部の覆土上層，Ｑ２は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利ＥⅠ式期）に比定できる。                            

1

10cm0

炉土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３　褐 色　ローム粒子多量

４　黒 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

     ６　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

     
     ２　褐 色　ロームブロック中量

     

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子・白色粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・白色
　　　　　　　　粒子微量

　

３　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・白色粒子微量
５　褐 色　ロームブロック多量，白色粒子微量
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第６図　第７号住居跡出土遺物実測図（２）

2

TP1

TP2

Q1 Q2

10cm0
3cm0

第７号住居跡出土遺物観察表（第５・６図）

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP １ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 単節縄文 RL 地文に３条の平行沈線 覆土上層 PL ７

TP ２ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい橙 隆帯に爪形文 覆土上層 PL ７

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

1 縄文土器 深鉢 ［28.4］ （30.3） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部２条の隆帯で区画　内に隆帯の渦巻き文
胴部 RL の単節縄文を縦位に施文 覆土中層 30％　PL ７

2 縄文土器 深鉢 ［21.5］ （21.0） － 長石・石英 橙 普通 LR の単節縄文を縦位に施文 炉壁 40％　PL ７

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 尖頭器未製品 （3.3） 2.0 1.3 （6.2） 石英 刃・茎部欠損 覆土下層 PL ７

Ｑ２ 敲石 9.7 8.0 5.9 629.9 安山岩 敲打痕１か所　磨痕２か所 覆土中 PL ７
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　（2）　土坑

　第 33 号土坑（第７・８図）

位置　調査区南部のＣ２a5 区，標高 39.3 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１号墳に掘り込まれている。

規模と形状　開口部は長径 1.28 ｍ，短径 1.17 ｍの円形である。底面はほぼ平坦で，長径 1.62 ｍ , 短径 1.12 ｍ

の楕円形である。深さは 95㎝で，壁は底面から大きく内傾し，くびれ部から外傾して立ち上がっている。底

面からくびれ部までの深さは 66㎝である。

覆土　12 層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片 78 点（深鉢），石器１点（剥片）が出土している。６・７は西部の底面，４は東

部の覆土下層，３は中央部の覆土上層，TP ３・TP ４・Ｑ３は覆土中からそれぞれ出土している。５は北西

部の覆土下層から横位で出土したものと，南西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡は，形状からフラスコ状土坑である。時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅱ式期）に比定できる。

第７図　第 33 号土坑・出土遺物実測図
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土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量 , 焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土ブロック・炭化物微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック中量 , 白色粒子少量 , 焼土ブロック微量
５　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物少量 , 焼土ブロック微量　
６　黒 褐 色　ロームブロック中量 , 炭化物少量

７　黒 褐 色   炭化物少量 , ロームブロック・焼土粒子微量
８　黒 褐 色   ロームブロック多量 , 炭化物・焼土粒子微量
９　黒 色   ロームブロック・炭化物少量 , 焼土ブロック微量
10　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物微量
11　暗 褐 色　ロームブロック多量
12　褐 色　ローム粒子多量
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TP3

TP4 Q3

75

6

3cm010cm0

第 33 号土坑出土遺物観察表（第 7・８図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

３ 縄文土器 深鉢 － （9.2） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯による楕円形区画文　２列の角押文 覆土上層 ５％　

４ 縄文土器 鉢 － （5.3） 9.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 LR 単節縄文の地文に有節沈線による渦巻き文

ベンガラ付着 覆土下層 10％

５ 縄文土器 深鉢 23.2 30.7 9.4 長石・石英 にぶい橙 普通
口縁部と頸部に LR 単節縄文の地文に１条の沈線と
２列の角押文　胴部は隆帯を懸垂させて縦位に４分
割　上下対称の２条の沈線で連結

覆土下層 80％　PL ７

６ 縄文土器 深鉢 － （13.0） 8.8 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 RL 単節縄文を縦位に施文 底面 70％　PL ７

７ 縄文土器 深鉢 － （10.2） 9.3 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 胴部に２単位の隆帯　２条の沈線 底面 20％　　

第 8 図　第 33 号土坑出土遺物実測図
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２　古墳時代の遺構と遺物

　　今回の調査で確認した当時代の遺構は，古墳３基，竪穴住居跡２軒，土坑１基である。以下，それぞれ

の遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

　（1）　古墳

　第１号墳（第 9・10 図）

位置　調査区南東部のＣ２a4 区を中心に確認され，標高 39.5 ｍの台地縁辺部に位置している。

確認状況　調査前は平坦な畑地である。これまでに周知されていない古墳で，主体部，墳丘ともに削平され

ており，周溝のみ確認できた。

重複関係　第７号住居跡を掘り込み，第 23 号土坑，第１号ピット群のＰ 19・20 に掘り込まれている。

規模と形状　内径が約 16 ｍ，周溝外縁径が約 21 ｍで，ほぼ正円の古墳である。

墳丘　現況でローム漸移層まで削平されており，盛土の構築状況は不明である。

周溝　円形で , 上幅 2.1 ～ 2.8 ｍ , 下幅 0.6 ～ 1.4 ｍ , 深さ 0.5 ～ 0.6 ｍである。緩やかなＵ字状の断面形である。

周溝内の堆積土は，ロームブロック及びローム粒子を含む黒褐色土で，自然堆積の様相を示している。

遺物出土状況　周溝から，土師器片 224 点（坏 12，高台付坏１, 坩２, 椀１, 甕類 208），須恵器片２点（坏），

土製品１点（支脚），鉄製品１点（刀子）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片 57 点，石器１点（石

鏃）も出土している。８・９・Ｍ１は，北部の覆土下層から出土している。10 は北部の覆土中層から出土し

た破片が接合したものである。８・９は，須恵器 の模倣品と思われる。

所見　本墳の築造時期は，出土土器から中期中葉（５世紀第２四半期）に比定できる。出土遺物や規模などから，

第３号墳に近い時期に構築されたものと考えられる。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ３ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい橙 半截竹管による角押文 覆土中 PL ７

TP ４ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 指頭による押圧された隆帯を懸垂　地文に LR の単節縄文 覆土中 PL ７

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ３ 剥片 2.4 1.5 0.6 1.4 瑪瑙 未研磨　板状 覆土中 PL ７

周溝土層解説
１　黒 色　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土ブロック微量
３　褐 色　ロームブロック多量
４　褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子微量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量

７　褐 色　ローム粒子多量
８　暗 褐 色　ロームブロック中量
９　黒 褐 色　ロームブロック中量
10　 褐 　 色 　ロームブロック多量
11　褐 色　ローム粒子中量　　
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第 10 図　第 1 号墳出土遺物実測図

第 1 号墳出土遺物観察表（第 10 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

８ 土師器 坩 10.9 10.2 3.3 長石・石英・中礫 橙 普通 体部外面上半ハケ目調整後横ナデ　下半ヘラ削り 周溝覆土下層 100％  PL ９

９ 土師器 坩 12.5 11.0 4.0 長石・石英・中礫 橙 普通 頸部ヘラ磨き　体部上半横ナデ　下半ヘラ削り　 周溝覆土下層 85％　PL ９

10 土師器 甕 ［15.8］ 31.0 ［6.8］ 長石・石英・赤色
粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 周溝覆土中層 40％

　第２号墳（第 11 図）

位置　調査区中央部のＢ２e5 区を中心に確認され，標高 39.5 ｍの台地縁辺部に位置している。

確認状況　調査前は平坦な畑地である。これまでに周知されていない古墳で，主体部，墳丘ともに削平され

ており，周溝のみ確認できた。

10

8

9

M1 10cm0

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ１ 刀子 （9.6） 2.1 0.3 （15.1） 鉄 刃部・茎部一部欠損　刃部断面三角形　茎部断面長方形　刃関 周溝覆土下層 PL ９



－20－ －21－

B́
BA

Á
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重複関係　第２号ピット群のＰ 10 ～ 35 に掘り込まれている。

規模と形状　周溝の北部が調査区域外に延びているため規模は明確ではないが，周溝の形状から方墳と推定

される。確認できた範囲は，内縁が一辺 6.3 ｍ，周溝外縁が一辺 8.3 ｍである。

墳丘　現況でローム漸移層まで削平されており，盛土の構築状況は不明である。

周溝　方形で，上幅 2.0 ～ 2.8 ｍ，下幅 0.4 ～ 1.3 ｍ，深さ 0.4 ～ 0.7 ｍである。東・西側は上幅が広く，Ｖ字

状の断面形を呈している。南側は緩やかなＵ字状の断面形状を示しており，周溝底部の高低差が 20㎝ほどみ

られるなど，掘り込みに違いがみられる。周溝内の堆積土はロームブロック及びローム粒子を含む黒褐土で，

自然堆積の様相を示している。

遺物出土状況　周溝から，土師器片５点（坏１，甕類４），須恵器片１点（甕類）が出土している。また，流

れ込んだ縄文土器片 14 点（深鉢），瓦質土器片１点も出土しているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　出土遺物が少なく明確な時期を割り出せないが，第１・３号墳と等間隔に位置しており，計画的に築

造されたと考えられることから，５世紀代に大別できる。

　第３号墳（第 12・13 図）

位置　調査区中央部のＢ２g7 区を中心に確認され，標高 39.5 ｍの台地縁辺部に位置している。

確認状況　調査前は畑地である。墳丘の残存部が調査区域から南東約６ｍの調査区域外に確認できた。墳丘

は大部分が削平されており，墳丘と周溝の一部が確認できた。

重複関係  第 24・29 ～ 31 号土坑 , 第２号ピット群のＰ 59, 第３号ピット群のＰ 10 ～ 12 に掘り込まれている。

規模と形状　周溝の東部から南部が調査区域外に延びているため規模は明確ではないが，周溝の形状から円

墳と推定される。確認できた範囲から，内径 14.4 ｍ，周溝外縁径 23.2 ｍと推定される。

墳丘　表土の下に旧表土を確認したが，盛土の痕跡は確認できなかった。

周溝　円形で，上幅 3.8 ～ 4.4 ｍ，下幅 1.1 ～ 1.7 ｍ，深さ 0.8 ～ 1.4 ｍである。緩やかなＵ字状の断面形である。

周溝内の堆積土はローム粒子と焼土粒子を含む黒褐色土で，自然堆積の様相を示している。

周溝外埋葬施設　周溝の北西約１ｍの位置に隣接している。長径 1.87 ｍ，短径 0.77 ｍの楕円形で，長径方向

はＮ－ 24 －゚Ｅである。深さは 15 ～ 19㎝で，底面は凹凸している。底面には，白色粘土が長軸 1.44 ｍ，短

軸 0.23 ｍの範囲で不整形に残存していた。覆土は 5 層に分層でき，各層にロームブロックを含んでいること

から埋め戻されている。副葬品と考えられる土師器１点（坩）が北東部の覆土下層から出土している。本墳

築造後，まもなく造られた追葬施設と考えられる。
周溝外埋葬施設土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量 , 焼土粒子微量
２　褐 　 色　ロームブロック微量
３　褐 色　炭化粒子少量 , ローム粒子微量

４　暗 褐 色　ローム粒子少量
５　褐 色　粘土ブロック中量

周溝土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量 , 焼土ブロック微量
３　暗 褐 色　ローム粒子中量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 白色粒子微量

５　褐 色　ローム粒子多量
６　黒 褐 色　ロームブロック・白色粒子少量
７　黒 褐 色　ロームブロック中量
８　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

周溝土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　黒 褐 色　ローム粒子中量 , 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
３　黒 色　ローム粒子・焼土粒子微量
４　黒 色　ローム粒子少量 , 焼土粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量 , 焼土粒子微量
６　褐 色　ロームブロック中量 , 白色粒子微量

７　黒 色　ローム粒子少量 , 白色粒子微量
８　暗 褐 色　ローム粒子少量 , 焼土粒子微量
９　黒 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子・白色粒子微量
10　黒 褐 色　ローム粒子中量 , 白色粒子微量
11　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　周溝から，土師器片 47 点（坏２, 坩 15, 壺３, 甕類 27），須恵器片７点（坏２, 甕類５），鉄製品

１点（鉄斧）が出土している。また，流れ込んだ縄文土器片 19 点（深鉢）も出土している。15・Ｍ２は覆土

下層，12・14 は覆土中からそれぞれ出土している。13・16 は覆土中層から出土した破片がそれぞれ接合した

ものである。

所見　本墳の築造時期は，出土土器から中期中葉（５世紀第２四半期）と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

11 土師器 坩 6.9 9.1 2.9 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 口縁部ハケ目調整後ナデ　内面ヘラナデ　体部外面

上半ハケ目調整下半ヘラ削り 覆土下層 100％  PL ９

12 土師器 坩 ［13.8］ （13.7） － 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 体部外面上半ハケ目調整後ナデ , 下半ヘラ削り　頸

部ハケ目調整　輪積痕 周溝覆土中 40％　PL ９

13 土師器 壺 6.8 6.2 ［4.0］ 長石・石英 明赤褐 普通 体部外面上半ヘラ磨き　下端ヘラ削り 周溝覆土中層 50％　PL ８

14 土師器 壺 ［7.5］ （5.0） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ハケ目調整　内面ヘラナデ 周溝覆土中 30％

15 土師器 壺 ［8.0］ （5.9） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 周溝覆土下層 10％

16 土師器 甕 ［14.3］ （17.5） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後磨き　内面ヘラナデ　輪積痕 周溝覆土中層 20％

57 土師器 甕 － （15.0） 6.6 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後磨き 周溝覆土中層 20％

表２　古墳一覧表

　

　（2）　竪穴住居跡

　第５号住居跡（第 14 図）

位置　調査区南部のＣ２e3 区 , 標高 38.6m の台地縁辺部に位置している。

重複関係  第 1 号ピット群Ｐ 14・15 に掘り込まれている。

規模と形状　南部が調査区域外に延びているため，東西軸は 3.46 ｍで，南北軸は 2.30 ｍしか確認できなかった。

平面形は方形あるいは長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 10 －゚Ｗである。壁高は 13 ～ 31㎝で，外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められているが，南半部の範囲は不明である。東・西壁下の一部には，

壁溝が確認できた。長さ 45㎝ほどの炭化材や焼土塊が床面に点在し，中央部の床面の一部が赤変している。

竈　北壁中央部よりやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 139cm で，燃焼部幅は

39cm である。袖部は床面上にロームブロック，砂質粘土粒子を含んだ第 13 層を基部とし，砂質粘土粒子を

多量に含んだ第12層を積み上げて構築されている。火床部は床面を８㎝ほど皿状に掘り込み，ロームブロック，

焼土ブロックを含んだ第 14・15 層を埋土して構築されており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道

部は壁外に 48㎝掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がり，奥壁でほぼ直立している。

番号 位置 墳形
墳　　丘 墳丘規模（ｍ） 周溝規模（ｍ）

埋葬施設 主な出土遺物 時　　代
備　　考

重複関係（古→新）主軸方向 全長（径） 高さ 最大上幅 最大下幅 深さ

１ Ｃ２a4 円墳 － 21 － 2.8 1.4 0.5 ～ 0.6 － 土師器 , 須恵器 , 刀子 中期中葉 SI ７→本跡→ SK23，PG １

２ Ｂ２e5 [ 方墳 ] N － 48°－Ｅ 1.76 ×（10.8） － 2.8 1.3 0.4 ～ 0.7 － 土師器 , 須恵器 ５世紀代 本跡→ PG ２

３ Ｂ２g7 [ 円墳 ] － － － 4.4 1.7 0.8 ～ 1.4 周溝外埋葬 土師器 , 須恵器 , 鉄斧 中期中葉 本跡→ SK24,29 ～ 31,
　　　 PG ２・３

第 3 号墳出土遺物観察表（第 13 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ２ 鉄斧 （7.2） 4.5 0.2 ～ 0.5 （57.8） 鉄 刃部欠損　袋部一部欠損 周溝覆土下層 PL ９
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ピット　Ｐ１は深さ 14cm で，規模や配置から主柱穴とは考えにくく，性格不明である。

第 14 図　第 5 号住居跡・出土遺物実測図

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
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竃土層解説
１　にぶい褐色　ロームブロック中量 , 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子少量 , 砂質粘土粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・砂質粘土粒子少量 , 焼土粒子微量
４　灰 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量 , 砂質粘土粒子微量
５　赤 褐 色　焼土ブロック中量 , 砂質粘土粒子少量
６　暗 褐 色　ロームブロック・砂質粘土ブロック中量
７　にぶい褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
８　にぶい赤褐色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量 , ローム粒子微量

９　にぶい褐色　ロームブロック・砂質粘土粒子中量 , 炭化粒子少量 ,
　　　　　　　　焼土粒子微量
10　褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
11　にぶい橙色　ロームブロック中量 , 砂質粘土粒子微量
12　にぶい黄褐色　砂質粘土粒子多量
13　暗 褐 色　ロームブロック・砂質粘土粒子少量
14　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量 , ローム粒子少量
15　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量 , ロームブロック中量
16　黒 褐 色　ロームブロック中量
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遺物出土状況　土師器片 80 点（坏 12，鉢１，甕 66，甑１）, 須恵器片２点（坏）が北東部を中心に出土して

いる。また，混入した鉄製品１点（銭貨）も出土している。17・20 ～ 22・24 ～ 26 は北東部，18・23 は東部，

19 は竈前面の床面からそれぞれ出土している。17 は，須恵器模倣坏の口縁部を破砕して，体部中位を削って

皿に転用したと考えられる。また 25 は，底部から体部上位まで縦位の粗いヘラ削りを行った後に，体部上位

に横位のヘラ削りを行っている。底部は焼成後に穿孔されている。

所見　時期は，出土土器から７世紀前葉に比定できる。床面が焼けており，炭化材や焼土塊が点在すること，

遺物の遺存状況などから，焼失住居と考えられる。

第 5 号住居跡出土遺物観察表（第 14・15 図）

覆土　11 層に分層できる。ロームブロックを多量に含んでいることから埋め戻されている。第 12 ～ 15 層は

貼床の構築土である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

17 土師器 坏 － （2.7） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ナデ　皿に転用ヵ 床面 75％　PL ８

18 土師器 坏 14.6 4.1 － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラ磨き 床面 90％　PL ８

19 土師器 坏 15.2 4.7 － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　 床面 90％　PL ８

20 土師器 坏 14.7 6.2 － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラ磨き　輪積痕　 床面 95％　PL ８

21 土師器 坏 16.3 5.5 － 長石・石英 灰褐色 普通 体部外面ヘラ削り　輪積痕 床面 95％　PL ８

22 土師器 坏 15.4 7.0 2.8 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　輪積痕　底部木葉痕 床面 95％　PL ８

23 土師器 鉢 15.9 9.0 4.1 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部木葉痕 床面 95％　PL ８

24 土師器 甕 21.1 17.4 5.5 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り　内面ヘラナデ　輪積痕　底部木

葉痕 床面 95％　PL ９

25 土師器 甕 ［19.1］ 19.4 8.1 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り後横位のヘラ削り　内面ヘ

ラナデ　底部内側からの穿孔 床面 80％　PL ９

26 土師器 甑 26.2 29.1 9.7 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　 床面 90％　PL ８

第６号住居跡（第 16・17 図）

位置　調査区南西部のＣ１c9 区，標高 38.8m の台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１号ピット群Ｐ 16・17 に掘り込まれている。

規模と形状　南壁の西寄り部が削平されているため，壁の立ち上がりを確認することができなかった。長軸

3.10 ｍ，短軸 2.92 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｅである。壁高は８～ 28㎝で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除く広い範囲が踏み固められている。

竈　北壁中央部よりやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 93cm で，燃焼部幅は 45cm

である。袖部は床面にロームブロックを含んだ第 16 層を基部とし，砂質粘土ブロックを多量に含んだ第 15

層を積み上げて構築されている。火床部は床面を５㎝ほど皿状に掘り込み，ロームブロック，焼土ブロック

を含んだ第 11・12 層を埋めて構築しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 24㎝掘

り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量 , 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子
　　　　　　　　微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量 , 砂質粘土
　　　　　　　　粒子微量
５　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量 , 砂質粘土
　　　　　　　　粒子微量
６　黒 褐 色　炭化粒子中量 , ロームブロック・焼土粒子少量

７　黒 褐 色　焼土ブロック多量 , ローム粒子少量 , 炭化物微量
８　暗 褐 色　ローム粒子中量 , 焼土ブロック少量
９　褐 色　ロームブロック多量 , 焼土ブロック微量
10　暗 褐 色　ロームブロック多量 , 炭化粒子微量
11　褐 色　ローム粒子多量（しまり普通）
12　褐 色　ロームブロック多量 , 焼土ブロック・炭化物微量
13　褐 色　ロームブロック多量（しまり普通）
14　褐 色　ローム粒子多量（しまり強い）
15　褐 色　ロームブロック多量（しまり強い）
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ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 10 ～ 28cm で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５・６は深さ 17㎝で ,

南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７は

深さ 17㎝で，竈左袖脇に位置しており，性格不明である。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを多量に含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 21 点（坏６, 甕 13, 甑２），石器１点（砥石）が出土している。28 は竈の覆土下層か

ら斜位で出土している。Q ４は北東部の覆土下層，29 は竈の覆土上層からそれぞれ出土している。27 は竈の

左袖部内の覆土下層と北部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。いずれも廃絶後の早い段階で

廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から７世紀前葉に比定できる。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

３　褐 色　ロームブロック多量

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量 , 炭化物・焼土粒子・白色粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 炭化物・焼土粒子微量

３　褐 色　ロームブロック多量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

27 土師器 坏 ［11.8］ （2.5） － 石英・赤色粒子・
白色粒子 灰褐色 普通 口縁部内・外面横ナデ 竈覆土下層 10％

Q4

28

10cm0

第 17 図　第 6 号住居跡出土遺物実測図

第 6 号住居跡出土遺物観察表（第 16・17 図）

竈土層解説
１　にぶい褐色　ロームブロック中量 , 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量 , 炭化粒子・砂質粘土　
　　　　　　　　粒子微量
３　暗 赤 褐 色　ローム粒子少量 , 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子
　　　　　　　　微量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量
５　にぶい褐色　ロームブロック・砂質粘土粒子少量
６　褐 色　ローム粒子少量 , 砂質粘土粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子・砂質粘土粒子少量

８　暗 褐 色　ローム粒子少量 , 砂質粘土粒子微量
９　にぶい褐色　焼土ブロック中量 , ローム粒子・砂質粘土粒子少量
10　暗 褐 色　ロームブロック・砂質粘土ブロック中量
11　にぶい赤褐色　焼土粒子中量 , ローム粒子少量
12　褐 色　ローム粒子中量
13　褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子少量
14　褐 色　ローム粒子多量 , 焼土粒子微量
15　にぶい黄褐色　砂質粘土ブロック多量 , ローム粒子中量
16　褐 色　ロームブロック多量



－30－ －31－

番号 位置 平面形 主軸方向
　規模（ｍ）　
　　　　　　

（長軸×短軸）

 壁高
　　　
（㎝）

床面 壁溝
内　部　施　設

覆土 主な出土遺物 時　　期
備　　考

重複関係（古→新）主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

5 Ｃ２e3 [ 長方形 ] N － 10°－ W  3.46×（2.30） 13 ～ 31 平坦 一部 － － 1 竈１ － 人為 土師器 , 須恵器 ７世紀前葉 本跡→ PG １

6 Ｃ１c9 長方形 N －６°－ E  3.10 × 2.92 ８～ 28 平坦 － 4 2 1 竈１ － 人為 土師器 , 砥石 ７世紀前葉 本跡→ PG １

 

  （3）　土坑

　第 13 号土坑（第 18 図）

位置　調査区南西部のＣ１e9 区，標高 38.4 ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　南部が撹乱を受けているが，長径 0.56 ｍ，短径 0.45 ｍの楕円形と考えられる。長径方向はＮ－

５ －゚Ｅである。深さは 26㎝で，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片２点（甕）が出土しているが，細片のため図示できない。

所見　出土土器が少ないことから明確な時期を割り出せないが，古墳時代後期に大別できる。

表３　古墳時代竪穴住居跡一覧表

第 18 図　第 13 号土坑実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ４ 砥石 13.8 8.4 4.5 653.3 安山岩 砥面１か所 覆土下層

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量 , 炭化物・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量

３　褐 色　ロームブロック多量

ÁA 38.6m

32
1

A Á

C1f9
2m0

３　奈良時代の遺構と遺物

　　今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡４軒である。以下，それぞれの遺構の特徴と出土し

た遺物について記述する。

　　竪穴住居跡

　第１号住居跡（第 19 図）

位置　調査区北部のＡ３i1 区，標高 39.4m の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸 4.02 ｍ，短軸 4.00 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 28 －゚Ｗである。壁高は 11 ～ 27㎝で，外

傾して立ち上がっている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

28 土師器 甕 ［16.6］ 12.6 8.9 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　輪積痕 竈覆土下層 70％　PL ９

29 土師器 甑 － （10.7） ［10.0］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 竈覆土上層 ５％
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Ǵ

Ǵ
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床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈　北東コーナー部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 112cm で，燃焼部幅は 43cm である。

袖部は遺存していないが，燃焼部の構築状況から砂質粘土を積み上げて構築されていたものと推測される。

火床部は床面とほぼ同じ高さを使用している。煙道部は壁外に 45㎝掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上

がり，外傾して立ち上がっている。第１～４層は天井部の崩落土層である。

ピット　Ｐ１は深さ 10cm で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから出入り口に伴うピ

ットと考えられる。

覆土　７層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 47 点（坏３, 甕類 44），須恵器片４点（坏），鉄製品１点（鏃）が出土している。30

は中央部の床面，31 は北部の覆土下層からそれぞれ出土しており，廃絶後早い段階で廃棄されたものと考え

られる。Ｍ３は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉に比定できる。

第 1 号住居跡出土遺物観察表（第 19 図）

第２号住居跡（第 20・21 図）

位置　調査区北部のＡ３h3 区，標高 39.4m の台地縁辺部に位置している。

重複関係　第４・５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.09 ｍ，短軸 3.83 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 60 －゚Ｅである。壁高は 17 ～ 29㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック中量 , ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２　暗 褐 色　砂質粘土ブロック中量 , 焼土粒子少量 , ローム粒子微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量 , 砂質粘土粒子少量
５　極 暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量 , 砂質粘土粒子微量
６　極 暗 褐 色　ローム粒子少量 , 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
７　暗 褐 色　ローム粒子少量 , 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
８　暗 褐 色　ローム粒子少量 , 焼土粒子・砂質粘土粒子微量

９　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量
10　黒 褐 色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量
11　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
12　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量 , 砂質粘土粒子少量 , ローム粒子微量
13　にぶい赤褐色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量 , 白色粒子微量
14　オリーブ褐色　砂質粘土ブロック中量 , ローム粒子微量
15　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・白色粒子微量
16　黒 褐 色　ロームブロック少量

ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック中量

３　褐 色　ロームブロック多量

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック中量

５　暗 褐 色　ロームブロック中量
６　暗 褐 色　ローム粒子中量
７　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子・粘土粒子少量 ,
　　　　　　　　炭化粒子微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

30 須恵器 坏 － （2.1） 9.1 長石・石英 灰黄 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り 床面 20％

31 土師器 甕 ［23.0］ （8.9） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 内・外面ヘラナデ 覆土下層 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ３ 鏃 （9.0） 0.9 0.5 （7.0） 鉄 鏃身部欠損　茎部断面長方形 覆土中 PL11
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ǴG
C

A

D

B E

H

D́

A
H́

Ć
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竈　東壁のやや南寄りに付設されている。第５号土坑に掘り込まれているため，遺存状態は悪く，煙道部の

掘り込みが確認されただけである。煙道部は壁外に 35㎝掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

ピット　Ｐ１は深さ 27cm で，竈と正対する西壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 98 点（坏 12, 椀３, 甕類 82, 手捏土器１），須恵器片 17 点（坏 11, 盤１, 甕類３, 長頸瓶２），

鉄製品１点（刀子）が散在した状態で出土している。また，流れ込んだ縄文土器片４点（深鉢）も出土して

いる。36 は中央部の床面，35・TP ５は中央部の覆土下層，Ｍ４は北東部の覆土中層からそれぞれ出土して

いる。33 は中央部の覆土下層と中層から出土した破片，32・34 は北東部の覆土中層から出土した破片がそれ

第 21 図　第 2 号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量 ２　暗 褐 色　ロームブロック少量

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量 , 黒色粒子微量
３　極 暗 褐 色　ローム粒子微量

４　黒 褐 色　ローム粒子微量
５　暗 褐 色　ローム粒子少量

M4

TP5

32
33

34

3536

10cm0
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ぞれ接合したものである。いずれも廃絶後早い段階で廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉に比定できる。

第 2 号住居跡出土遺物観察表（第 21 図）

第３号住居跡（第 22・23 図）

位置　調査区北部のＡ３g4 区，標高 39.4m の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸 4.45 ｍ，短軸 3.94 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 65 －゚Ｅである。壁高は 22 ～ 32㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除く広い範囲が踏み固められている。北壁から南壁にかけて，一部の壁下には壁溝が

確認できた。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 99cm で，燃焼部幅は 46cm である。

袖部はロームブロックを含んだ第 17 層を基部とし，砂質粘土ブロック，中礫を含んだ第 14 層を積み上げて

構築されている。火床部は床面を５㎝掘り込み，火床面は赤変していない。煙道部は壁外に 37㎝掘り込まれ，

火床面から外傾して立ち上がっている。第１～３層は天井部の崩落土層である。

ピット　Ｐ１は深さ 10cm で，竈と正対する西壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

32 須恵器 坏 13.6 3.7 8.4 長石・石英 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ削り 覆土中層 75％　PL10

33 須恵器 坏 ［13.8］ 4.6 ［8.0］ 長石・石英 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ調整 覆土下層 40％

34 須恵器 坏 ［13.2］ 4.1 ［9.6］ 長石・石英 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り 覆土中層 30％　PL10

35 須恵器 盤 － （2.7） ［13.8］ 長石・雲母 褐灰 良好 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 覆土下層 ５％

36 土師器 手捏土器 － （3.9） 8.1 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 外面指頭痕　内面ヘラナデ　底部木葉痕 床面 70％　PL10

竈土層解説
１　オリーブ褐色　砂質粘土ブロック多量 , 焼土粒子少量 , ローム粒子
　　　　　　　　微量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子・砂質粘土粒子少量 , 炭化粒子微量
３　暗オリーブ褐色　砂質粘土ブロック中量 , 焼土粒子少量 , ローム粒子・　
　　　　　　　　炭化粒子微量
４　極暗赤褐色　焼土粒子少量 , ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子
　　　　　　　　微量
５　極暗赤褐色　焼土ブロック中量 , 砂質粘土ブロック少量 , 炭化粒子
　　　　　　　　微量
６　極暗赤褐色　焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量 , 炭化粒子微量
７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量 , 砂質粘土粒子中量 , 炭化粒子微量
８　黒 褐 色　焼土ブロック中量 , ローム粒子少量 , 炭化粒子・砂質
　　　　　　　　粘土粒子微量

９　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量 , 炭化粒子・砂質粘土粒子
　　　　　　　　微量
10　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
11　極 暗 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
12　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量 , 炭化粒子・砂
　　　　　　　　質粘土粒子微量
13　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・細礫少量
14　オリーブ褐色　砂質粘土ブロック・中礫少量 , ローム粒子微量
15　黒 褐 色　砂質粘土ブロック少量 , ローム粒子微量
16　黒 褐 色　ローム粒子・白色粒子少量
17　暗 褐 色　ロームブロック少量 , 白色粒子微量

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量 ２　暗 褐 色　ロームブロック中量

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ５ 須恵器 甕 長石・石英・雲母 黄灰 外面縦位の平行叩き　横位のカキ目　内面同心円文の当て具痕　 覆土下層 PL11

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ４ 刀子 （6.6） 1.5 0.3 （9.9） 鉄 刃部欠損　茎部木質残存　 覆土中層 PL11
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遺物出土状況　土師器片 118 点（坏 13, 甕類 103, 手捏土器２），須恵器片 12 点（坏５, 高台付坏１，甕類６），

土製品１点（土玉），石器１点（磨石）が散在した状態で出土している。また，流れ込んだ土師器片１点（坩）

も出土している。39 は東部の床面，TP ６は中央部の覆土下層，38・40 は中央部の覆土中層からそれぞれ出

土しており，いずれも廃絶後早い段階で廃棄されたものと考えられる。37 は北東部の覆土上層，DP １は覆

土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉に比定できる。

第 22 図　第 3 号住居跡実測図
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土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土粒子微量

４　暗 褐 色　焼土粒子少量 , 炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量 , 炭化粒子微量
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第 23 図　第 3 号住居跡出土遺物実測図

第 3 号住居跡出土遺物観察表（第 23 図）

第４号住居跡（第 24・25 図）

位置　調査区北部のＡ３h6 区，標高 39.4m の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸 3.90 ｍ，短軸 3.80 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 18 －゚Ｗである。壁高は 30 ～ 41㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除く広い範囲が踏み固められている。壁下には壁溝が巡っている。

竃　北壁中央部よりやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 111cm で，燃焼部幅は

44cm である。袖部は砂質粘土粒子を含んだ第 11 ～ 13 層を基部とし，砂質粘土ブロックを含んだ第９・10

層を積み上げて構築されている。燃焼部の内壁は火を受けて赤変している。火床部は床面を 11㎝掘り込み，

焼土ブロック，砂質粘土ブロックを含んだ第 15 層を埋土して構築されており，火床面は火を受けて赤変硬化

37

38

39

TP6

DP1

40

10cm0 2cm0

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

37 土師器 甕 ［20.0］ （4.8） － 長石・石英 にぶい橙 普通 内・外面ヘラナデ 覆土上層 ５％

38 土師器 甕 － （2.8） ［9.2］ 長石・石英 にぶい橙 普通 底部多方向のヘラ削り，布圧痕 覆土中層 ５％

39 土師器 手捏土器 ［7.6］ 5.0 5.3 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ヘラナデ　指頭痕 床面 70％　PL10

40 土師器 手捏土器 － （3.0） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 外面摩滅により調整痕不明　内面ヘラ当て痕 覆土中層 60％　PL10

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ６ 須恵器 甕 長石・石英 灰黄 外面縦位の平行叩き　横位のカキ目　内面同心円文の当て具痕 覆土下層 PL11

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP １ 土玉 2.0 2.0 0.7 （6.6） 土（長石・石英） ナデ　一方向からの穿孔　一部欠損 覆土中 PL11
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している。煙道部は壁外に 33㎝掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

第 24 図　第 4 号住居跡実測図
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Í J́

H́

I J           

H

8

5
4

2
3

6

1

8

1

K

6

2 10

12 11

8 4

5

9

1 1 1

K

K

15 15

13

9
10

12
147

6

54

3

B

Ć
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ピット　Ｐ１は深さ５cm で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

覆土　８層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 276 点（坏 21, 椀１, 甕 247, 甑７），須恵器片 15 点（坏８, 高台付坏１, 蓋２, 盤２, 長頸瓶２）

が散在した状態で出土している。44 は北部，41 は南西部，46 は南東部の床面，47 は南部の覆土下層からそれ

ぞれ出土している。45 は北東部の覆土下層，42 は北部，43 は南部の覆土中層から出土した破片が接合したも

第 25 図　第 4 号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子微量
４　黒 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
５　暗 赤 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子
　　　　　　　　微量
６　黒 褐 色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量 , 砂質粘土粒子少量
８　にぶい黄褐色　砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム粒子
　　　　　　　　微量

９　暗オリーブ褐色　砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・白色
　　　　　　　　粒子微量
10　黒 褐 色　砂質粘土ブロック・白色粒子少量，ローム粒子微量
11　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量 , 白色粒子少量，炭化粒子微量
12　暗 灰 黄 色　砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
13　暗 赤 褐 色　焼土粒子少量，炭化粒子・小礫微量
14　オリーブ褐色　ロームブロック少量 , 炭化粒子・砂質粘土粒子微量
15　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量 , 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

５　黒 色　ローム粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量
７　暗 褐 色　ローム粒子少量
８　褐 色　ローム粒子中量

41

44
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42

45

4746

10cm0
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のである。いずれも廃絶後早い段階で廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉に比定できる。

第 4 号住居跡出土遺物観察表（第 25 図）

表４　奈良時代竪穴住居跡一覧表

４　平安時代の遺構と遺物

今回の調査で確認した当時代の遺構は，土坑１基である。以下，遺構の特徴と出土した遺物について記

　述する。

　　土坑

　第 24 号土坑（第 26 図）

位置　調査区中央部のＢ２f7 区，標高 38.8 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第３号墳の周溝を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 2.16 ｍ，短軸 1.65 ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－ 45 －゚Ｗである。深さは 47㎝で，底

面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況を示しており，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器１点（高台付坏），須恵器片２点（坏），鉄製品１点（刀子）が出土している。48 は北

部の底面，Ｍ５は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

41 土師器 坏 13.6 4.8 － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　輪積痕　漆付着 床面 100％  PL10

42 土師器 坏 ［14.8］ 4.0 － 長石・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　輪積痕 覆土中層 30％

43 土師器 坏 ［15.0］ 3.5 8.6 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　 覆土中層 60％

44 須恵器 坏 13.7 4.3 9.6 長石・石英・雲母・
細礫 灰白 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　漆付着 床面 80％　PL10

45 土師器 椀 ［12.0］ （6.7） － 赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　 覆土下層 20％　　

46 須恵器 蓋 15.6 2.6 － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 天井部右回りの回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 95％　PL10

47 須恵器 長頸瓶 － （9.4） － 石英・黒色粒子 黄灰 緻密 頸部内・外面ロクロナデ　自然釉付着　接合痕 覆土下層 10％　PL10

番号 位置 平面形 主軸方向
　規模（ｍ）
　　　　　　

（長軸×短軸）

 　壁高　
（㎝） 床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　　期

備　　考

重複関係（古→新）主柱穴 出入口 ピット 竈 貯蔵穴

1 Ａ３i1 方　形 N － 28°－ W 4.02 × 4.00 11 ～ 27 平坦 － － 1 － 北壁 － 自然 土師器 , 須恵器 , 刀子 ８世紀前葉

2 Ａ３h3 方　形 N － 60°－ E 4.09 × 3.83 17 ～ 29 平坦 － － 1 － 東壁 － 自然 土師器 , 須恵器 , 刀子 ８世紀中葉 本跡→ SK ４・５

3 Ａ３g4 長方形 N － 65°－ E 4.45 × 3.94 22 ～ 32 平坦 一部 － 1 － 東壁 － 自然 土師器 , 須恵器 , 土玉 ８世紀中葉 　

4 Ａ３h6 方　形 N － 18°－ W 3.90 × 3.80 30 ～ 41 平坦 全周 － 1 － 北壁 － 自然 土師器 , 須恵器 ８世紀前葉
　

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

３　褐 色　ロームブロック中量
４　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
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第 26 図　第 24 号土坑・出土遺物実測図

第 24 号土坑出土遺物観察表（第 26 図）

５　その他の遺構と遺物

今回の調査で，伴う遺物が出土していないことから，時期が明らかでない円形周溝状遺構１基，道路跡

１条，土坑 29 基，ピット群３か所を確認した。以下，遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

　（1）　円形周溝状遺構

第１号円形周溝状遺構（第 27 図）

位置　調査区北部のＢ３a4 区，標高 39.4 ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　調査区域外に延びているため規模は明確ではないが，平面形は北西部が途切れた円形と推定さ

れる。確認できた範囲から，内径 7.2 ｍ，周溝外縁径 8.5 ｍと推定され，周溝幅は，上幅 0.5 ～ 0.7 ｍ，下幅

0.2 ～ 0.4 ｍ，深さ 0.1 ～ 0.2 ｍである。断面形はＵ字状を呈し，底面は平坦である。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から埋め戻されている。

所見　形状から円墳の周溝の可能性も考えられるが，TM １・３に比べ，掘り込みや規模が小さく，また墳

丘や遺物も確認できないことから，古墳の周溝と判断できない。時期は，出土土器がないため不明である。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

48 土師器 高台付坏 15.4 5.8 8.5 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 内面横位のヘラ磨き　　墨書「開」 底面 100％　PL11

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック中量

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ５ 刀子 （8.8） （1.0） （0.3） （4.3） 鉄 刃部・茎部一部欠損　刃部断面三角形　茎部断面長方形 覆土下層 PL11
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第 27 図　第 1 号円形周溝状遺構実測図

　（2）　道路跡

第１号道路跡（第 28 図）

位置　調査区中央部のＣ２d5 区，標高 38.6 ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と構造　Ｃ２e5 区付近から北東方向（Ｎ－ 53 －゚Ｅ）へ直線的に延びている。確認できた長さは 4.70 ｍで，

幅 0.31 ～ 1.30 ｍ，硬化面の厚さは４㎝である。ほぼ同じ幅で連続する円形状の掘り込みが４か所確認できた。

第 28 図　第 1 号道路跡実測図
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C Ć
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1

3 2

2m0

1

K

表土

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

A Á
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覆土　単一層である。第１層上面が路面として機能していたと考えられる。

遺物出土状況　土師器片２点（甕）が覆土中から出土しているが，細片のため図示できない。また，流れ込

んだ石器 1 点（磨製石斧）が出土している。

所見　時期は，出土土器が少なく細片であることから不明である。

　（3）　土坑（第 29 ～ 31 図）

　　今回の調査で，性格や時期ともに不明な土坑 29 基が確認されている。これらの土坑については，その

　他の規模・形状等について一覧表と実測図を掲載するにとどめる。

第 29 図　その他の土坑実測図（１）
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第 30 図　その他の土坑実測図（２）　
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第 31 図　その他の土坑実測図（３）
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Á
A

B́

Á

B

A

B

2
3

1

39
.0

m

2m0



－46－ －47－

第１号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
　
第２号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量
３　極 暗 褐 色　ローム粒子少量

第３号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量

第４号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
　
第５号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量

第６号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量

第７号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック多量

第８号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量

第９号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック多量

第 10 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量
４　褐 色　ローム粒子中量
５　褐 色　ローム粒子微量
６　褐 色　ロームブロック少量

第 11 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 12 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 14 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子 ･ 焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第 15 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 16 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック多量

第 17 号土坑土層解説
１　褐 色　炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量

第 18 号土坑土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ローム粒子微量

第 19 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　褐 色　ローム粒子微量

第 20 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック少量

第 21 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ロームブロック微量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量
６　褐 色　ロームブロック中量

第 22 号土坑土層解説
１　灰 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 23 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ローム粒子中量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 25 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・白色粒子微量
２　褐 色　ローム粒子微量
３　褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
４　褐 色　ロームブロック少量

第 26 号土坑土層解説
１　褐 色　ロームブロック少量，白色粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量

第 27 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第 28 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ロームブロック・白色粒子微量
４　褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量

第 29 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量

第 30 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子・白色粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　焼土粒子少量

第 31 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量
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表５　その他の土坑一覧表

　（4）　ピット群（第 32 ～ 34 図）

　　　今回の調査で，３か所のピット群が確認された。いずれも建物跡を想定できるような配置ではなく，

　　時期も不明である。ここでは，ピット群ごとに計測表と平面図を掲載する。

第１号ピット群（第 32 図）

位置　調査区南部のＣ１e8 ～Ｃ２b3 区にかけての東西 25 ｍ，南北 16 ｍの範囲から，柱穴状のピット 20 か

所が確認された。

規模　平面形は長径 16 ～ 70 ｍ，短径 15 ～ 63 ｍの円形あるいは楕円形で，深さは７～ 44㎝である。

所見　分布状況から建物は想定できない。出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。

番号 位置 長径方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備　　　考

重複関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

1 B ３b2 N －７°－Ｗ 楕円形 0.66 × 0.58 26 人為 平坦 外傾 －

2 Ｂ３a3 N － 65°－Ｅ 楕円形 0.58 × 0.38 26 人為 平坦 外傾 －

3 Ｂ３a2 N － 77°－Ｅ 楕円形 1.14 × 0.92 30 自然 皿状 緩斜 － SK ７→本跡

4 Ａ３h2 N － 51°－Ｅ 楕円形 0.88 × 0.57 18 人為 平坦 緩斜 － SI ２→本跡

5 Ａ３h3 N － 37°－Ｗ 楕円形 1.78 × 1.11 38 人為 凹凸 緩斜 － SI ２→本跡

6 Ａ３g7 － 円　形 0.36 × 0.36 22 自然 皿状 外傾 －

7 Ｂ３a3 N － 82°－Ｅ 楕円形 1.30 × 0.95 22 人為 皿状 緩斜 － 本跡→ SK ３

8 Ａ３j3 N － 24°－Ｅ 楕円形 2.11 × 1.48 16 人為 平坦 緩斜 －

9 Ｂ１j0 N － 67°－Ｅ 楕円形 3.14 × 1.12 30 ～ 42 自然 凹凸 外傾 －

10 Ｂ３a1 N － 70°－Ｅ 不整形 1.12 × 0.75 47 人為 皿状 外傾 －

11 Ａ３g3 － 円　形 0.42 × 0.42 38 人為 平坦 外傾 －

12 Ｃ１e8 N － 26°－Ｅ [ 楕円形 ] 0.87 × 0.68 16 自然 平坦 緩斜 －

14 Ｃ１e9 N － 76°－Ｗ [ 楕円形 ] 　 0.65 ×（0.23） 20 自然 皿状 緩斜 －

15 Ｃ１e9 N － 63°－Ｗ 不整形 0.60 × 0.50 20 ～ 28 人為 皿状 緩斜 －

16 Ｃ１f9 N － 34°－Ｗ 楕円形 0.47 × 0.31 28 自然 U 字状 外傾 －

17 Ｃ２d1 N －６°－Ｅ 楕円形 0.67 × 0.55 28 自然 皿状 緩斜 －

18 Ｃ２e1 － [ 円　形 ]  0.64 × [0.60] 16 自然 皿状 緩斜 －

19 Ｃ２d2 N －６°－Ｅ 楕円形 1.06 × 0.35 14 自然 平坦 外傾 －

20 Ｃ２e2 N － 64°－Ｗ 楕円形 0.80 × 0.69 14 自然 皿状 緩斜 －

21 Ｃ２c2 － 円　形 1.37 × 1.31 60 人為 皿状 緩斜 －

22 Ｃ１c0 N － 51°－Ｅ 楕円形 0.99 × 0.70 48 人為 皿状 緩斜 －

23 Ｃ２c2 N － 90°－Ｗ [ 楕円形 ]  1.52 × [1.24] 48 人為 皿状 緩斜 － TM １→本跡

25 Ｂ２g6 － 円　形 0.78 × 0.77 32 人為 皿状 緩斜 －

26 Ｂ２f6 N － 51°－Ｗ 楕円形 1.06 × 0.91 22 自然 凹凸 外傾 －

27 Ｂ２h4 N － 69°－Ｗ 楕円形 1.04 × 0.73 16 自然 皿状 緩斜 －

28 Ｂ２h3 N － 61°－Ｗ 不整形 0.92 × 0.84 46 人為 皿状 緩斜 －

29 Ｂ２g8 － 円　形 0.41 × 0.38 34 人為 U 字状 直立 － TM ３→本跡

30 Ｂ２g8 N － 35°－Ｅ 楕円形 0.53 × 0.47 34 自然 平坦 外傾 － TM ３→本跡

31 Ｂ２g8 N － 41°－Ｅ 不整形 0.49 × 0.46 54 人為 U 字状 外傾 － TM ３→本跡
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第 32 図　第１号ピット群実測図

表６　第１号ピット群ピット計測表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

１ Ｃ１e8 楕円形 27 × 24 15 ４ Ｃ１e0 円　形 23 × 23 29

２ Ｃ１e9 楕円形 23 × 16 9 ５ Ｃ１e0 円　形 24 × 22 13

３ Ｃ１e0 円　形 25 × 24 17 ６ Ｃ１e0 楕円形 22 × 20 12
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第２号ピット群（第 33 図）

位置　調査区中央部のＢ２h3 ～Ｂ２g8 区にかけての東西 24 ｍ，南北 25 ｍの範囲から，柱穴状のピット

58 か所が確認された。

規模　平面形は長径 20 ～ 51 ｍ，短径 19 ～ 38 ｍの円形あるいは楕円形で，深さは 10 ～ 63㎝である。

所見　分布状況から建物は想定できない。出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。

表７　第 2 号ピット群ピット計測表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

７ Ｃ２e1 楕円形 70 × 63 44 14 Ｃ２e3 楕円形 31 × 20 32

８ Ｃ２d1 円　形 27 × 25 16 15 Ｃ２e3 楕円形 18 × 16 14

９ Ｃ１d0 楕円形 29 × 26 14 16 Ｃ１d0 楕円形 24 × 20 24

10 Ｃ２c1 楕円形 53 × 40 26 17 Ｃ１c0 円　形 39 × 36 16

11 Ｃ２d2 楕円形 28 × 24 39 18 Ｃ１d0 円　形 16 × 15 14

12 Ｃ２d2 [ 楕円形 ] （38） × 34 22 19 Ｃ２b3 円　形 44 × 44 22

13 Ｃ２d2 楕円形 27 × 24 ７ 20 Ｃ２c3 楕円形 41 × 36 22

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

１ Ｂ２g3 円　形 31 × 29 17 30 Ｂ２e5 楕円形 36 × 22 18

２ Ｂ２h3 楕円形 39 × 27 18 31 Ｂ２d5 円　形 27 × 25 10

３ Ｂ２g3 楕円形 29 × 22 19 32 Ｂ２e6 円　形 20 × 19 16

４ Ｂ２h3 円　形 24 × 22 21 33 Ｂ２d5 円　形 29 × 28 24

５ Ｂ２i6 楕円形 37 × 33 20 34 Ｂ２d5 円　形 29 × 27 32

６ Ｂ２j6 楕円形 36 × 25 32 35 Ｂ２d6 楕円形 31 × 25 17

７ Ｂ２i6 楕円形 42 × 37 36 36 Ｂ２h5 楕円形 41 × 26 31

８ Ｂ２i6 楕円形 44 × 31 35 37 Ｂ２h6 楕円形 40 × 30 22

９ Ｂ２i6 楕円形 51 × 30 15 38 Ｂ２h6 円　形 28 × 28 26

10 Ｂ２g4 楕円形 36 × 29 14 39 Ｂ２g6 円　形 31 × 30 38

11 Ｂ２f5 楕円形 26 × 22 14 40 Ｂ２g6 楕円形 30 × 26 31

12 Ｂ２f5 円　形 22 × 22 13 41 Ｂ２g6 楕円形 38 × 33 13

13 Ｂ２f5 楕円形 30 × 20 53 42 Ｂ２f6 楕円形 40 × 31 21

14 Ｂ２f5 楕円形 25 × 20 16 43 Ｂ２f6 楕円形 39 × 34 20

15 Ｂ２f5 円　形 27 × 26 40 44 Ｂ２f7 楕円形 34 × 30 22

16 Ｂ２f5 円　形 25 × 23 25 45 Ｂ２f7 楕円形 29 × 26 17

17 Ｂ２f5 円　形 27 × 26 28 46 Ｂ２f7 楕円形 30 × 26 26

18 Ｂ２f5 円　形 25 × 25 33 47 Ｂ２f7 円　形 30 × 28 26

19 Ｂ２f4 楕円形 33 × 26 20 48 Ｂ２h4 楕円形 45 × 33 33

20 Ｂ２e5 楕円形 27 × 23 26 49 Ｂ２h4 楕円形 38 × 26 21

21 Ｂ２e5 楕円形 28 × 23 13 50 Ｂ２g5 楕円形 33 × 28 22

22 Ｂ２e5 円　形 40 × 38 26 51 Ｂ２g6 円　形 30 × 30 35

23 Ｂ２e5 楕円形 29 × 26 12 52 Ｂ２g6 円　形 36 × 35 20

24 Ｂ２e5 楕円形 27 × 20 20 53 Ｂ２g6 円　形 28 × 28 18

25 Ｂ２e6 楕円形 41 × 29 20 54 Ｂ２g6 楕円形 28 × 25 24

26 Ｂ２e6 楕円形 32 × 25 22 55 Ｂ２j6 楕円形 37 × 33 23

27 Ｂ２e5 楕円形 24 × 20 12 56 Ｂ２g8 円　形 38 × 37 63

28 Ｂ２d5 円　形 34 × 31 24 57 Ｂ２f7 楕円形 36 × 30 40

29 Ｂ２d5 楕円形 30 × 27 10 58 Ｂ２f7 楕円形 29 × 25 21
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第 33 図　第 2 号ピット群実測図

第３号ピット群（第 34 図）

位置　調査区中央部のＢ２c7 ～Ｂ２f9 区にかけての東西 13 ｍ，南北 16 ｍの範囲から，柱穴状のピット 14 か

所が確認された。

規模　平面形は長径 25 ～ 43 ｍ，短径 20 ～ 38 ｍの円形あるいは楕円形で，深さは 10 ～ 40㎝である。

所見　分布状況から建物は想定できない。出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。
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第 34 図　第 3 号ピット群実測図

表８　第 3 号ピット群ピット計測表

表９　ピット群一覧表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

１ Ｂ２c7 楕円形 30 × 24 20 8 Ｂ２e9 楕円形 30 × 20 19

２ Ｂ２c7 楕円形 26 × 23 26 9 Ｂ２e9 楕円形 43 × 38 40

３ Ｂ２d7 楕円形 30 × 25 24 10 Ｂ２f8 円　形 28 × 27 18

４ Ｂ２c8 円　形 25 × 24 19 11 Ｂ２f8 楕円形 30 × 27 25

５ Ｂ２c8 楕円形 30 × 25 18 12 Ｂ２f9 楕円形 38 × 24 20

６ Ｂ２e9 楕円形 40 × 34 22 13 Ｂ２e8 [ 楕円形 ] 41 × （27） 21

７ Ｂ２e0 楕円形 28 × 25 22 14 Ｂ２e8 楕円形 41 × 38 10

番号 位 置
柱穴（長さの単位はすべて㎝）

出土遺物 時　　期
備　　考

（重複関係　古→新）柱穴 平面形 長径（軸） 短径（軸） 深さ

１ Ｃ１e8 ～Ｃ２b3 20 円形・楕円形 16 ～ 70 15 ～ 63 ７～ 44 － － TM １，SI ５・６→本跡

２ Ｂ２h3 ～Ｂ２g8 58 円形・楕円形 20 ～ 51 19 ～ 38 10 ～ 63 － － TM ２→本跡

３ Ｂ２c7 ～Ｂ２f9 14 円形・楕円形 25 ～ 43 20 ～ 38 10 ～ 40 － － TM ２・３→本跡
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　（5） 遺構外出土遺物　（第 35・36 図）

　　　遺構に伴わない主な遺物について，実測図及び観察表で掲載する。

第 35 図　遺構外出土遺物実測図（１）

49

50

51

TP12

52

56555453

TP7

TP11

TP13

DP2 DP3

TP14

TP8
TP9

TP10

10cm0

2cm0



－52－ －53－

第 36 図　遺構外出土遺物実測図（２）

遺構外出土遺物観察表（第 35・36 図）　
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M6

10cm0
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

49 須恵器 坏 ［13.4］ （4.0） － 長石・石英 黄灰 普通 ロクロ整形 TM ３覆土中 ５％

50 須恵器 坏 － （1.8） ［8.0］ 長石・石英 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ切り　不調整 TM ３覆土中 20％

51 土師器 高台付坏 13.5 （4.5） － 長石・石英 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ削り　墨書「造」 TM １覆土中 80％　PL11

52 須恵器 高台付坏 － （2.2） ［11.0］ 長石・石英 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 表土 20％

53 須恵器 蓋 － （2.5） ［13.0］ 長石・石英・黒色粒子 灰黄褐 普通 内・外面ロクロ整形 表土 10％

54 土師器 坩 ［8.6］ （3.0） － 長石 明赤褐 普通 内面ヘラナデ　内・外面赤彩　外面摩滅により調整
痕不明 SI ３覆土中 ５％

55 土師器 鉢 ［7.0］ （2.8） － 長石　 にぶい黄橙 普通 内面ヘラナデ　補修孔有　外面摩滅により調整痕不
明 表土 ５％

56 陶器 碗 － （3.0） － 細砂・黒色粒子 黄灰 緻密 内・外面施釉 表土 ５％
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番号 種別 銭名 径 孔幅 重量 材質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ６ 銭貨 大観通寶ヵ 2.4 0.6 2.3 銅 無背　　 SI ５覆土中 PL12

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ２ 土器円盤 2.1 2.3 0.7 4.8 長石・石英 周縁一部研磨調整 表土 PL12

DP ３ 土器片錘 3.6 3.2 0.9 12.1 長石・石英 周縁研磨調整　一方向の切り込み 表土 PL12

Ｑ５ 剥片 4.0 2.9 0.5 2.48 チャート 未研磨 表土 PL12

Ｑ６ 石鏃 2.9 1.8 0.4 1.36 チャート 両面押圧剥離　基部に抉り有り TM １覆土中 PL12

Ｑ７ 磨製石斧 13.3 4.9 3.0 303.1 粘板岩 定角式磨製石斧　基部一部欠損 表土 PL12

Ｑ８ 磨石 10.1 6.3 4.4 381.5 安山岩 長軸方向の両端に敲打痕 SI ３覆土中 PL12

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ７ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 隆帯脇複列の押引文 表土 PL12

TP ８ 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 交互刺突による連続コの字文 TM ３覆土中 PL12

TP ９ 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 LR の縄文地文上に押引文　有節沈線による波状文 表土 PL12

TP10 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 縦位の刻み目文 TM １覆土中 PL12

TP11 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 棒状工具による沈線　波状の隆帯貼付 表土 PL12

TP12 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 刺突文　２条の押引文 TM １覆土中 PL12

TP13 須恵器 甕 長石・石英・雲母 灰 体部外面縦位の平行叩き TM ３覆土中 PL12

TP14 須恵器 甕 長石・雲母 灰 体部外面縦位の平行叩き 表土 PL12
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第 37 図　堀町西古墳遺構全体図
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     第４節　まとめ

１　はじめに

　　調査の結果，縄文時代の住居跡１軒，土坑１基，古墳時代の古墳３基，住居跡２軒，土坑 1 基，奈良時代

　の住居跡４軒，平安時代の土坑１基などを確認し，当遺跡は，縄文時代から平安時代までの複合遺跡である

　ことがわかった。ここでは，確認できた遺構と遺物について時代ごとに概観し，若干の考察を加えてまとめ

　としたい。

２　縄文時代

　　縄文時代中期の水戸地方は，前期末からの海退により遺跡の数が増え，集落の規模も広まった。渡里町か

　ら飯富町にかけての台地や那珂川に南面する台地の他に，備前町や栄町など台地に深く入り込んだ地域にも

　遺跡が確認されている１）。

　　当遺跡の第７号住居跡は，平面形が楕円形で，４か所の主柱穴と 23 か所の壁柱穴を確認した。また，加曽

　利ＥⅠ式期に比定できる２）深鉢が埋設されていた。単純形態の土器埋設炉は，土器を据え置いて使用した煮

　沸調理施設と推定することは難しいと考えられており３），本跡の埋設土器の覆土中でも炉床を確認できなか

　った。しかし，埋設土器の南西部が赤変硬化しており，土器に近接して炉床があったと想定され，埋設土器

　と地床炉がセットになる可能性がある。茨城町の宮後遺跡でも同様の形態をもつ住居跡が４軒確認されてお

　り，埋設土器が煮沸用の深鉢等の支えとして利用されたもの４）と推測されている。

　　第 33 号土坑は，中期前葉の所産と考えられる５）フラスコ状土坑である。底面から完形に近い深鉢などが

　出土しており，中には，ベンガラの付着した鉢形土器もある。また，出土土器には無文地に隆帯による楕円

　区画や複列の角押文を施す阿玉台Ⅱ式土器と地文に縄文を有し胴部を垂下する隆帯間に上下対向弧線文を施

　す大木 7b 式土器６）「七郎内Ｃ群土器」の２つの様式がある。阿玉台式は東関東に広く分布しており，七郎

　内Ｃ群土器は，福島県，栃木県，茨城県北部など東北南部から関東北部に分布する地域性の強い土器群であ

　る。当遺跡は両土器文化圏が交錯した地域に位置しており，特に七郎内Ｃ群土器については分布の南限域に

　あたることから，これらの土器が茨城県北部あるいは那珂川上流域の栃木県との交流の中でもたらされたも

　のなのか縄文時代中期前葉の交流の実態を考察する上で貴重な資料である。

３　古墳時代

　　古墳時代前期になると，県内の首長者たちは生産基盤である水田経営をもとに，その勢力を拡大していっ

　た。さらに中期になると，文化や流通の中心となる津の管理を行い，その周辺に古墳を築造するようになっ

　た。水戸地方では４世紀代に上市台地から西へやや奥まった十万原台地の縁辺部に安戸星古墳が造られるが，

　それ以降は那珂川流域の台地上を中心に古墳群が広がっていく。当古墳が形成された古墳時代中期の水戸地

　方は，大和王権が地方に存在した部落的小国家を編成しながら支配を強化し，那珂国造を成立させている。

　当古墳の南東約３㎞に位置する水戸市愛宕山古墳は，中期前葉（５世紀第１四半期）に築造されたと考えら

　れており７），那珂国造の初祖建借間命の墓と目されている。その規模からも那珂国造の勢力の程が伺え，首

　長墓と考えられる愛宕山古墳を中心に，その配下の中・小豪族の奥津城がつくられていったものと考えられ

　る。水戸市の分布調査で堀町西古墳では単独の小円墳と捉えられていたが，今回の調査の結果によって，新
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　たに円墳１基と方墳１基が確認され，那珂川に面する上市台地から縁辺部にかけて，古墳群が形成されてい

　ることが判明した。

　　

　　（1）古墳の形態と埋葬施設

調査区内で確認した３基の古墳のうち２基の円墳（第１・３号墳）は，周溝から出土している須恵器

の模倣品や小形平底坩などから，中期中葉（５世紀第２四半期）に築造されたものと考えられる８）。方墳

（第２号墳）は，出土遺物からの時期判断はできないが，２基の円墳とほぼ等間隔で，計画的に築造され

たと考えられることや円墳の周溝の覆土と類似した堆積土から，これらの古墳と比較的近い時期に築造さ

れたものと推測される。また，第３号墳の北西約１ｍの位置に，周溝外埋葬施設を確認した。底面に白色

粘土が長軸 1.44 ｍ , 短軸 0.77 ｍの不整形な形で残存しており，粘土槨の一部の可能性もある。副葬品と

考えられる小形平底坩は，北東部の覆土下層から出土している。類例としては，桜川市の加茂Ｂ古墳群９）

と美浦村の沢田古墳群 10）があげられる。加茂 B 古墳群では，５世紀中葉に比定される方墳を中心に５世

紀後葉の円墳の築造が確認されている。また沢田古墳群の２基の円墳からは，土坑状の埋葬施設が確認さ

れている。更に，加茂 B 古墳群と沢田古墳群からも周溝外埋葬施設が確認されており，加茂 B 古墳群で

は個別的な埋葬施設 12），沢田古墳群では主軸方向や配置から追葬的な墓坑 11）と考えられている。本跡は，

第３号墳とほぼ同時期と考えられる遺物が出土していることや遺構の配置から，第３号墳の築造後まもな

く造られた追葬的な埋葬施設であると考えている。

　　　以上のことから当古墳群は，二者と規模や形状，築造時期が類似しており，これらの古墳の被葬者は，

　　首長層から新たに統治機構の一環として古墳の造営が許可された首長層の配下の中小豪族の墳墓群と推測

　　できる。

　　　 

　　（２）住居跡

　　　第１号墳の南西約５ｍの位置から２軒の住居跡を確認した。２軒の住居跡は規模や形状，主軸方向がほ

　　ぼ等しく，鬼高期の須恵器模倣坏や常総型の甑などを出土していることから７世紀前葉に比定できる 13）。

　　第１号墳に非常に近い位置に立地しており，墓守など古墳との関係が深い住居とも考えられるが，出土遺

　　物に祭祀的意味合いの強いものがないことから，その関連性は薄いと思われる。古墳と集落が同一台地に

　　共存する場合，穢の場との境を明確にするために溝などで境界がなされているが，それが認められないこ

　　とは逆に古墳との関係がない氏族が住みついたとも考えられる。

４　奈良時代

　　奈良時代の水戸地方においても，中央集権的な律令体制下に入り，中央政府の権威と支配が国郡の行政組

　織を通じて直接及ぶようになった。当遺跡は，那賀郡全隈郷内に所在していたと考えられ，今回の調査で確

　認された８世紀前葉の２軒の住居跡，８世紀中葉の２軒の住居跡の配置は，約３ｍの間隔で扇状に位置して  

　いる。また，この時期の住居としては構造も特異で，一辺が約４ｍの方・長方形で，柱穴がなく出入り口ピ

　ットのみである。さらに竈の位置は不規則で，北東コーナー部，東壁南寄り，北壁東寄りと統一性が見られ

　ない。
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５　平安時代

      今回の調査で，１基の土坑が確認された。第３号墳の周溝を掘り込み，平面形は隅丸長方形を呈している。

　北部底面から，体部外面に「開」と墨書された土師器の高台付坏が出土している。当遺跡が所在する堀町は，

　近世において堀村と開江村から成り立っている。「開」は，『開江』の地名を示した可能性が考えられ , 律令

　期に「開江」の地名があった可能性もある。この他，第１号墳の周溝から「造」と書かれた墨書土器が出土

　している。

６　おわりに

　　以上，述べてきたように，当遺跡は古墳時代中期に古墳群が形成されていることが判明した。また，縄文

　時代中期，古墳時代後期，奈良時代と断続的に集落が営まれていることも確認できた。当遺跡は北東部に延

　びており，古墳群，集落は更なる広がりをもっていることが想定される。

註

　１）　水戸市史編さん委員会『水戸市史　上巻』水戸市　1963 年 10 月　

　２）   大川清・鈴木公雄・工楽善通編『日本土器事典』雄山閣　1996 年 12 月

　３）　鈴木素行・中村哲也・小松崎恵子・色川順子「茨城県における縄文時代中期後葉の屋内炉」『日本考古学協会 2005 年度福

          島大会シンポジウム資料集』　日本考古学協会　2005 年 10 月　　

　４）　荒蒔克一郎「茨城町宮後遺跡における縄文中期竪穴住居跡の形態について　－炉跡の形態を中心として－」『研究ノート』

　       第 11 号　財団法人茨城県教育財団　2002 年３月

　５）　註１）に同じ

　６）　鈴木裕芳『諏訪遺跡発掘調査報告書』日立市教育委員会　1980 年３月

　７）　石野博信『全国古墳編年集成』雄山閣　1995 年 11 月

　８）　樫村宣行「和泉式土器編年考－茨城県を中心として－」『研究ノート』第５号　財団法人茨城県教育財団　1996 年３月　

　９）　川井伸也「加茂Ｂ古墳群　金谷遺跡　北関東自動車道（協和～友部）建設事業地内埋蔵文化財調査報告書ⅩⅤ」『茨城県　

　　 　 教育財団文化財調査報告』第 304 集　2008 年３月

　10）　本橋弘巳「沢田古墳群　国道 125 号バイパス建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書１」『茨城県教育財団文化財調査報告』

　　　  第 276 集　2007 年３月

　11）　註 10）に同じ

　12）　註９）に同じ

　13）　樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート』第２号　財団法人茨城県教育財団　1993 年３月

　

参考文献

　・茨城県史編さん原始古代史部会『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』茨城県　1974 年２月

　・水戸市史編さん委員会『水戸市史　上巻』水戸市　1963 年 10 月

　・石野博信他『古墳時代の研究　第 11 巻　地域の古墳Ⅱ　東日本』　1990 年９月

　・茨城大学人文学部考古学研究室『常陸の前方後円墳（２）』　2005 年３月

　・茨城地方史研究会『茨城の歴史　県北編』　2002 年５月　

　・塚本師也「茨城県北部における大木７b 式期の土器－特に七郎内Ⅱ群土器と所謂スワタイプについて－」『常総台地』16

　　常総台地研究会　2009 年 12 月



－58－ －59－



写　 真　 図　 版

第５号住居跡出土遺物





PL  1

第 ７ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

北 部
完 掘 状 況

南 部
完 掘 状 況



PL  2

第 33 号 土 坑
土 層 断 面

第 33 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 墳
完 掘 状 況



PL  3

第 ３ 号 墳
完 掘 状 況

第 １ 号 墳
遺 物 出 土 状 況

第 ２ 号 墳
完 掘 状 況



PL  4

第 ３ 号 墳
周 溝 外 埋 葬 施 設
完 掘 状 況

第 ５ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第 ３ 号 墳
周 溝 外 埋 葬 施 設
遺 物 出 土 状 況



PL  5

第 ５ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況 ①

第 ５ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況 ②

第 ６ 号 住 居 跡
完 掘 状 況



PL  6

第 １ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第 ４ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１号円形周溝状遺構
完 掘 状 況



PL  7

SI ７-２

SI ７-TP１
SI ７-TP２

SK33-TP３
SK33-TP４

SI ７-Q１

SI ７-Q２

SI ７-１

SK33-６ SK33-５

第７号住居跡，第33号土坑出土遺物

SK33-Q３



PL  8

SI ５-19

SI ５-26

SI ５-20

TM３-13

SI ５-23

SI ５-17

SI ５-18

SI ５-21

SI ５-22

第３号墳，第５号住居跡出土遺物



PL  9

SI ６-28

TM１-９

SI ５-24 SI ５-25

TM３-11 TM１-８

TM１-M１

TM３-12

TM３-M２

第１・３号墳，第５・６号住居跡出土遺物



PL  10

SI ２-32

SI ４-46

SI ２-36

SI ４-47

SI ２-34

SI ３-40 SI ３-39

SI ４-41

SI ４-44

第２・３・４号住居跡出土遺物



PL  11

遺構外-51

SI ３-TP６

SI ２-TP５
SK24-M５

SI ２-M４

SI １-M３

SI ３-DP１

SK24-48

第１・２・３号住居跡，第24号土坑，遺構外出土遺物

「開」

「造」



PL  12

TP９

TP８

TP10

TP12TP11 TP13

TP７

TP14

M６DP２DP３

Q６

Q７

Q８

遺構外出土遺物

Q５



抄 録

ふ り が な ほりまちにしこふん
書 名 堀町西古墳
副 書 名 一般県道真端水戸線道路改良事業地内埋蔵文化財調査報告書
巻 次
シリ―ズ名 茨城県教育財団文化財調査報告
シリ―ズ番号 第 341 集
著 者 名 齋藤和浩
編 集 機 関 財団法人茨城県教育財団
所 在 地 〒 310 － 0911　茨城県水戸市見和１丁目 356 番地の２　　ＴＥＬ 029 － 225 － 6587
発 行 日 2011（平成 23）年３月 23 日

ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コード 北 緯 東 経 標 高 調査期間 調査面積 調 査 原 因

堀
ほ り

町
ま ち

西
に し

古
こ

墳
ふ ん

茨
いばら

城
き

県
け ん

水
み

戸
と

市
し

堀
ほ り

町
ま ち

的
ま と

場
ば

639 番
ば ん

地
ち

の 2 ほか

08201

－

081

36 度
24 分
11 秒

140 度
24 分
48 秒

38
～

40 ｍ

20080101
～

20080131
20090401

～
20090531

1,005 ㎡

1,156 ㎡

一般県道真端
水戸線道路改
良事業に伴う
事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
堀町西古墳 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡　　　1 軒

土坑　　　　　  １基
縄文土器（深鉢・鉢）
石器（敲石）

円墳の周溝を
掘り込んだ平
安時代の土坑
から「開」と
書かれた墨書
土器が出土し
た。

古墳時代 竪穴住居跡　　　2 軒
土坑　　　　　  １基

土師器（坏・鉢・甕・甑）

奈良時代 竪穴住居跡　　　4 軒 土師器（坏・椀・甕・手捏）
須恵器（坏・蓋・盤・長頸瓶・
　　　　甕）
土製品（土玉）
金属製品（刀子）

平安時代 土坑　　　　　　1 基 土師器（高台付坏）
金属製品（刀子）

古墳群 古墳時代 円墳　　　　　　2 基
方墳　　　　　　1 基

土師器（坩・壺・甕）
金属製品（刀子・鉄斧）

その他 時期不明 円形周溝状遺構　1 基
土坑　　　　　 29 基
道路跡　　　　　1 条
ピット群　　　3 か所

石器（石鏃・磨製石斧）
土製品（土器円盤・土器片錘）
金属製品（銭貨）

要 約 当遺跡は，縄文時代から平安時代にかけての複合遺跡で，集落が営まれた時期は，縄文時
代中期と古墳時代後期，奈良時代前期である。古墳 3 基（円墳 2 基，方墳 1 基）の周溝が確
認され，出土遺物から古墳時代中期の所産と考えられる。埋葬施設は削平された墳丘上に構
築されていたものと思われる。
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